
地盤通信 VOL.433 

2024 年度 第 10 回記念 地盤品質セミナー （外部講習会） 

－2024 年能登半島地震における液状化・盛土被害と復旧対策と判定士の役割－ 

 今年度は，能登半島地震で液状化・盛土・擁壁被害状況と特徴，盛土規制法の最新の動向，宅地液状

化・盛土被害に向けた今後のあり方について最新の課題と動向などの話題を提供します。本セミナーは，

住宅地盤・基礎に関わる建築士や建築関係の技術者，土木系の技術者の方々のみにとどまらず不動産鑑

定士，弁護士，保険関係の方々などの知見向上及び地盤品質判定士の更なる活動へとつなげることを目

的としております。（会告より抜粋） 

＜プログラム＞ 

話題提供：2024 年能登半島地震による宅地被害と特徴 10:10～12:10 

・石川県内灘町・かほく市の液状化被害状況とその特徴について 

・新潟県新潟市西区の液状化被害状況とその特徴について 

・盛土・擁壁被害状況とその特徴について 

キーノートレクチャー 13:00～16:10 

・大規模盛土に関する安定解析の課題・解決策 

・盛土規制法の最新の動向について 

・宅地液状化・盛土被害に向けた今後のあり方について 

Q&A コーナー16：20～16:55 

・住宅地盤・基礎に関わる諸問題と判定士の役割 

主催：（一社）地盤品質判定士会  共催：土木学会 地盤工学委員会 

後援：NPO 住宅地盤品質協会、地盤工学会 など 

日時：2025年 1月 29日（水） 10:00～17:00 

場所：対面（地盤工学会）と Zoomウェビナーによるオンラインセミナー 定員：対面 60 名、Web200名 

締切：1月 22日（水） 参加費：協賛・後援団体の会員 10,000 円（講師説明資料を PDF にて配布） 

※申込方法及び詳細は、地盤品質判定士会 講習会情報・各種販売システムでご確認下さい。 

 ⇒ https://shop.hanteishi.org/workshop/202411218823/  

地盤工学会主催 第 2回宅地地盤の評価に関する最近の知見講習会（外部講習会） 

『宅地地盤・盛土・擁壁等の被害と対策及び防災普及活動等に関する知見』 

 本講習会では，令和 6年能登半島地震による宅地地盤，建築基礎及び補強土壁等の被害・健全度状況，

過去の地震等による被災復旧対策・事前対策等に関わる知見，及び宅地が液状化した住民の相談対応，宅

地防災の普及活動等より得られた知見についての話題を提供します。（会告より抜粋） 

日時：2025年 1 月 22 日(水) 9:20 ～ 17:00  

場所：Zoom(ウェビナー)によるオンライン講習会  

参加費：会員 12,000円 後援団体会員 16,000円（共に消費税込み） ※当協会は後援団体です。 

※詳細は地盤工学会 HP（ https://www.jiban.or.jp/?page_id=20722 ）でご確認下さい。 
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NPO 住宅地盤品質協会 VOL．433 （2024/12/23） 

〒113-0034 文京区湯島 4-6-12 湯島ﾊｲﾀｳﾝ B-222 

Tel：03-3830-9823 Fax：03-3830-9852 

事務局 

URL:  https://www.juhinkyo.jp/  E-mail:  info2@juhinkyo.jp 


